
〔毎月 2 回・1 日‘ 15日発行〕 （昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 叩
 

発 行 所 

五所川原市役所 

377 号 

昭和51年 5 月15日 

印 刷 日刊民友新聞社 

房鯛、
．・ 

!
,
 

ょかわら 、 
世帯数 	13,826 

（昭和51年 5 月 I 日現在）住民基本台帳から 

男 24,976 人

女 26,759 人 

市 の 人 口 

51,735 
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五
月
四
日
（
 

ー
 

火
）
曇
の
ち
小
 

ー
 
雨
。
津
軽
は
よ

き
か
な
。
タ
食

に
あ
ざ
み
を
食

ら
い
今
朝
ま
た
、
 

た
ら
の
木
の
萌

え
を
も
ら
」つ
。
 

母
は
八
十
五
に
し
て
色

つ
や
 

い
よ
い
よ
良
し
 

。
 

八
時
三
十
分
、
ま
ず
三
上
生

活
環
境
課
長
を
呼
ん
で
、
か
ね

て
要
望
の
強
か
っ
た
七
和
婦
人

会
に
、
国
体
の
花
の
種
子
三
百

袋
を
お
贈
り
す
る
こ
と
に
つ
い

て
打
合
せ
を
し
、
赤
平
農
業
セ

ン
タ
1
所
長
に
電
話
で
ほ
場
の

暗
渠
排
水
工
事
状
況
等
を
聴
取

し
、
五
工
高
に
黄
金
樹

の
苗
を

差
し
上
げ
る
よ
う
依
頼
し
て
か

ら
、
飯
塚
助
役
、
八
木
橋
建
設

課
長
と
と
も
に
本
日
午
後
予
定

の
岩
木
川
改
修
期
成
同
盟
会
役

員
会
議
の
内
容
に

つ
い
て
今
副

主
幹
の
熱
心
な
説
明
を
聞
く
。
 

こ
の
間
お
待
ち
を
願
っ
て
い

た
料
飲
店
組
合
岩
見
組
合
長
、
 

川
口
、
柴
谷
両
副
組
合
長
と
と

も
に
九
時
か
ら
川
端
町
を
最
初

に
稲
荷
小
路
、

カ
メ
ノ
ヤ
小
路
、
 

郵
便
局
横
通
り
、
旭
町
集
会
所

附
近
、
同
遊
技
道
路
、
東
町
横

通
り
同
丸
通
通
り
、
布
屋
町
、
 

同
遊
技
道
路
、
駅
前
ー
弥
生
町
、
 

旧
神
明
宮
裏
通
り
、
ハ
イ
カ
ラ

町
の
順
で
現
地
を
視
察
し
、
主

と
し
て
側
溝
整
備
、
路
面
補
修
 
 

等
二
十
数
箇
所
に

つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
対
策
を
話
し
合
っ
た
が
、
 

こ
れ
は
国
体
開
催
に
備
え
て
万

が

ー
に
も
伝
染
病
な
ど
出
な
い

よ
う
特
に
料
飲
店
街
を
重
点
と

し
て
環
境
整
備
を
進
め
る
た
め

問
題
箇
所
の
現
地
検
討
会
の
約

束
を
よ
う
や
く
実
現
し
た
も
の

で
あ
る
。
視
察
の
途
中
こ
れ
も

敷
島
町
町
内
会
総
会
で
要
望
が

あ
っ
た
川
崎
病
院
横
通
り
の
側

溝
整
備
を
指
示
し
た
後
、
さ
つ

き
町
内
会
長
始
め
二
十
数
名
の

方
々
が
お
待
ち
下
さ
っ
て
、
問

題
の
九
班
、
十
班
、
三
班
、
四

班
の
順
で
町
内
を
ご
案
内
い
た

だ
い
て
対
策
を
懇
談
し
た
。
 

二
時
か
ら
の
岩
木
川
の
会
議

で
は
、
特
に
本
年
度
は
十
億
三

千
四
百
万
円
の
予
算
計
上
に
成

功
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
五
月

二
十
六
日
青
森
市
で
開
か
れ
る

全
国
防
災
会
議
に
続
い
て
、
翌

二
十
七
日
当
市
に
お
い
て
国
会

議
員
、
建
設
省
、
県
、
関
係
市

町
村
を

一
丸
と
し
た
岩
木
川
改

修
促
進
総
決
起
大
会
を
開
催
し

適
時
好
打
の
予
算
獲
得
運
動
を

盛
り
上
げ

る
こ
と
に
し
た
。
 

会
議
を
終
っ
て
、
八
木
橋
建

設
課
長
に
市
民
会
館
前
に
松
と

あ
す
な
ろ
の
植
栽
を
指
示
し
て

の
ち
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に

い
た
り
小
雨
の
中
に
咲
く
梅
の

香
を
か
ぎ
め
ぐ
る
。
 

机l
ん
ーそ
邑
 



教 育 費 

土 木 費 

総 務 費 

費
 

97.5% 

97.5% 費 防
 

債
 

公
 

衛 生 費 

農林水産

業 費 

I 94.9% 

72.4% 

	LI 90.5% 

87.3% 

74.8% 

鳶 
たばこ消費税 

106,794千円 山 ロ HHb計画税 

34,660 千」リ 

市民 1 人当りが

支払う税金 

18,344 III 

昭和50年度の市税の負担状況 

収入済額 9億4,657万5千円 

軽白動車税他

比.983 利リ 

【i気ガス税 

35,452千円 

固定資産税 

348.234 H'! 

市 民 税 

407,452 f['! 

（第3種郵便物認可） 
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脅魯魯魯魯魯脅魯魯魯魯魯脅魯oOo脅脅魯魯o:o魯 

歳入歳出 

状況（51年 3月31日現在） 

磐7457R:9, 668075R)93.0% 毒f 

地方自治法第 243条 3第 1項の規定および

五所川原市「財政状況」 の公表に関する条例

第2条により、昭和51年 3月31日現在におけ 

る財政状況を公表します。 
昭和51年 5 月 25日 

五所川原市長 佐々木栄造 

商工費他 
山 

歳 出 

支出済額 50億7,647万円 
支出率 	88..8% 

民 生 費 

億円 

198.7% 
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88.4% I麟 
53.9% ~厩 

22.8% ［罵 

82.7% I 	 一・ビ  」  

‘て 
100.O%... 	一、声け 

、  

昭和50年度一般会計現債額 
(51年 3月31日現在） 

災害復旧債 
ふ001万 

1iFiIf0
1.788万 r携 0.2 % 

295 万 0.2% 

鷲難難綴I 
綴綴麟鱗麟灘灘麟 
魯脅脅替魯脅脅脅脅魯魯脅脅魯督魯魯魯o 魯郵脅 

昭和50年度一般会計 

予算執行 
歳入歳出予算額 

（うち繰越予 

財産収入他 

繰 越 金 

市 債 

昭和50年度企業会計現債額 
(51年 3月31日現在） 

病院事業会計 5億4,401万円

水道事業会計 6億5,605万円 

五所川原市の現債額合計 

28億5,501万円 

97.4% 

分担金及び
負 担 金 

県支出金 

諸 収 入 

If 	税 

国庫支出金 

地方交付税 

151413121110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 
億円 

昭和50年度特別会計の予算執行状況 
(51年 3月31日現在） 

42.9% 
（収入率） 

歳 入 

~麗裏 

I燕 
収入済額 44億8.865万円 100% 
収入率 

' 
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用
 フ
 ブ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
設
置
戸
 

市
内
目
抜
通
河
に
熱
 

‘
事・
 

No. 21 
市民運動のーつ 

去
る
五
月
十
七
、
十
八
日
の

両
日
市
役
所
職
員
延
四
十
名
が

農
業
セ
ン
タ
ー
で
栽
培
し
た
、
 

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ナ
ス
タ
チ

ュ
ー
ム
の
二
種
類
を
新
宮
団
地

の
空
地
で
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に

三
本
及
至
四
本
宛
植
え
、
二
十

八
日
か
ら
の
大
会
を
飾
る
た
め

旅
館
、
道
路
の
両
側
に
六
五
五

個
配
置
し
ま
し
た
。
町
の
人
も

心
よ
く
う
け
て
く
れ
朝
タ
水
を
 

か
け
て
大
会
に
美
し
い
花
が
咲

く
よ
う
に
が
b
ば
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
然
し
陸
橋
（
旧
五
農

校
）
に
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
水
を
や
る
人
が
な
い
の

で
市
職
員
や
緑
の
奉
仕
員
が
見

廻
り
し
て
美
し
く
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

枯
れ
て
い
た
り
、
い
た
ず
ら
さ

れ
て
抜
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
 

だ
れ
で
も
五
ー
二
一
一
一
ー
一
一

五
〇
番
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 

皆
で
緑
の
町
に
し
ま
し
よ
う
。
 

「
 
水
道
メ
ー
ター
検
針
 

》
 

（
 

に
つ
い
て
お
願
い
 
「
 

麟 轟 

に7雁う 

五
月
二
十
八
、
二
十
九
、
三

十
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、
 

岩
木
川
原
の
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
、
第
十

六
回
全
日
本
実
業
団
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
先
だ
っ
て
、
 

市
で
は
去
る
五
月
十
七
、
十
八

日
の
両
日
に
わ
た
り
、
市
内
の

目
抜
通
り
を
中
心
に
六
五
五
個

の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
設
置
し

ま
し
た
。
 

こ
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
は

市
農
業
セ
ン
タ
ー
で
栽
培
し
た
 

五
所
川
原
市
教
育
研
究
会
自

然
教
育
部
会
と
津
軽
植
物
の
会

主
催
に
よ
る
野
鳥
観
察
会
が
、
 

愛
鳥
週
間
初
自
の
五
月
十
日
市

内
元
町
八
幡
宮
、
岩
木
川
原
を

中
心
に
行
な
わ
れ
た
。
 

こ
の
日
は
、
朝
五
時
三
十
分

元
町
八
幡
宮
境
内
に
、
津
軽
植

物
の
会
会
員
は
じ
め
一
般
主
婦

小
中
学
生
達
約
三
十
名
が
参
加

し
、
会
員
ら
の
説
明
を
熱
心
に

聞
き
な
が
ら
、
キ
ジ
バ
ト
、
ア

オ
ジ
、
カ
ワ
ラ
ヒ
バ
、
ム
ク
ド

リ
、
コ
ム
ク
ド
リ
、
ヒ
ョ
ド
リ

ツ
バ
メ
等
の
野
鳥
を
望
遠
境
や

図
鑑
を
手
に
観
察
し
回
っ
て
い
 
 

た
。
 

こ
の
野
鳥
観
察
会
は
、
野
草

の
観
察
会
と
同
じ
で
秋
ま
で
毎

月
実
施
さ
れ
、
そ
の
都
度
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

な
お
、
六
月
は
二
日
午
前
五

時
三
十
分
、
八
幡
宮
境
内
集
合

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
七
月

以
降
の
日
程
は
ま
だ
決
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
市
教
育
委
員
会
指

導
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
た
い
。
 

（電
話
五
ー
二
一
一
一
内
線
一
一

四
七
番
）
 

市
水
道
課
で
は
、
給
水
戸
数

が
毎
年
急
激
に
増
加
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
六
月

分
か
ら
新
た
に
次
の
町
内
の
メ
 

ー
タ
ー
検
針
月
を
隔
月
検
針
に

変
更
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

検
針
の
隔
月
町
内
 

偶
数
月
検
針
 

ド
平
井
町
、
上
平
井
町
、
田

町
、
川
端
町
、
柳
町
、
柏
原
町

幾
島
町
、
末
広
町
、
 ー
ッ
谷
、
 

鎌
谷
町
。
 

奇
数
月
検
針
 

元
町
、
五
月
町
、
中
平
井
町
、
 
 東

雲
町
、
寺
町
、
雛
田
町
、
平

和
町
、
新
田
町
、
錦
町
、
旭
町

松
島
団
地
、
十
川
町
。
 

認
定
月
の
使
用
量
は
、
前
ー
ー
 

ケ
月
ー
三
ケ
月
の
使
用
量
の
平

均
で
調
定
し
、
検
針
月
に
精
算

し
ま
す
。
 

野鳥観察会始まる 
::：に m秋まで毎月 I'回【】】】】】 

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ナ
ス
タ
チ

ュ
ー
ム
な
ど
あ
ざ
や
か
な
花
を

つ
け
た
国
体
の
花
が
植
栽
さ
れ

て
お
り
、
通
行
人
や
附
近
の
方

達
か
ら
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
、
特

に
自
宅
前
に
配
置
さ
れ
た
方
は

朝
タ
水
を
か
け
る
な
ど
し
て
積

極
的
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
ど

う
か
こ
の
花
を
可
愛
い
が
っ
て

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

国
体
 
へ
 
花

と
緑

の
 
五
所

川
原
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、
 

き
ょ
う
も
元

町
八
幡
宮
の
木

立
か

ら
キ
ジ
バ
ト

の
晴
き
声
が

聞
こ
え

て
き
ま
す
。
 

デ
デ
、

ポ
ー
ポ
、

デ
デ
ー
、
 

ポ
ー
ポ
と
低
音

で
の
ん
び
り
と

晴
く
の
で
、

市
民
の
方
の
多

く

は
知
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
 

街
の
中
に

住
ん
で

い
る
普
通

の
ハ
ト

（和
名
ド

バ
ト

）
を
ス

マ
ー
ト
に
し
た
感
じ

で
羽
の
栗

茶
色
が
美
し

い
。
ク
ロ
マ
ツ
・
 

五
所
川
原
市

の
戦
没
者
叙
勲

並
び

に
未
伝
達
位
記
発
令
者
の

勲
章
等
の

伝
達
式
が

五
月
十
七

日
市
役
所
市

長
公
室
で

行
な
わ

れ
、
飯
塚
助
役
か

ら
関
係
者
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

(
）
は
受
領
者
及
び

住
所

▲
 
戦
没
者
叙
勲
発

令
者

勲
七
等
旭
日
章
 

笠
井
千

代
三
郎
、
 
（
笠
井
キ

ョ
、
雛
田
）
 

勲
八
等
瑞

宝
章
 

高
橋
貞
之
亜
、
 
（高
橋
フ
ョ

幾
世
森
）
、

長
尾
久
貢
、
 
（長

尾
良
治
、

松
野
木
）
 

正
八
位
 

戦
没
者
叙
勲
、
未
伝
達
位
記
発
令
者
の
勲
章
等
伝
達
 

No. 2 

キジバト 

（ハト科） 

老
人
（
七
十
歳
以
上

）
医
療

費
受
給
者
証

の
更
新
時
期
に
な

り
ま
し
た
の
で
、

該
当
者
は

つ

ぎ
の
日
程
に
よ

り
交
付
を

受
け

て
く
だ
さ

い
。
 

ま
た
六
＋
五
歳
か

ら
六
十
九

歳
ま
で

の
方
で
身
体
障
害
者

一
、
 

三
級
ま
た
は

四
級
（

一
、
 

四
号
）
、老
齢
福
祉
年
金
（
 

別
表
一
、

二
級
）
に
該
当
す

る

方
も
支

給
さ
れ

ま
す
。
 

老
人
医
療
費
受
給

者
証
更
新
交
付
 

地 区 名 場 所 期 	日 時 	間 

梅 	沢 梅沢支所 6月21日 9 : 00へ,il : 30 

L 	和 七和支所 6月21日 13: OO--i6: 00 

栄 栄 支 所 6月22日 大 9 : 00~li : 30 

長 	橋 長橋支所 6月22日 火
  

13: 00~i6: 00 

松 	島 松島支所 6 月23F1 」く 9 : 00~is: 00 

七
n
 H
  

飯
 
中
 

飯 i吉支所 6 J24FI 末
  

9 : 00-15: 00 

中川 支所 6月25日 金 9 : 00~il : 30 

三 	好 二好支所 6月25日 金
  

13: oo~io: 00 

毘 沙 門 毘沙門支所 6月26日 9 : 00~il : 30 

栄町、田町、蓮沼
元町、新町、柳町
川端町、岩木町、 
寺町、鎌谷町、鳥
森、八重菊 

市役所 
健康年金課 

6月28日 月
  

8 : 30-16: 30 

、
町
島
町
 
井

長
森

町
本
敷

島
町
 

平

、
世

屋

、
、
幾
広
 
中
町

幾
  

、
大雛
町

、
 
町
平
元
小

弥
東
旭
町
柏
 
ト

町
橋
新

布
町
田

、
末
 

、
井

、
曲

町

、
、
錦
町
 
井
下
橋

、
 
 

生
町
町

、
原
 
平

、
字
宮

市
健
 
市

健

役
康
 

役
康

所
年
 
所
年
 
金
 

金
 
課
 
課
 

 

6月29日 火
  

8 : 30~i6: 30 

6月30日 水
  

8 : 30~i6: 30 

＊尚、当日都合により交付を受けられない方は 

7月 1日以降にして下さい。 

新しい図書のごあんない 

市立図書館 

3、社会（政治、法律、社会問題、教育、民俗、風俗など） 

著 者 名 書 	名 晦
年
 

発 行 所 

福 田 博 幸 動労、 国労を斬る 50 全 	貌 	社 

県 	教 	委 青森県の教育 50年版 県 	教 	委 

高 倉新一郎 日本の民族 北海道 第 	I 法 規 

佐 藤 継 雄 子どもの言葉と感情と行動 朝 日 造園社 

県 郷 土 館 青 森 県 の 漁 具 県 郷 士 館 

稲 田 耕 三 高校放浪記（ I~ 4) サ 	イ 	マ 	ル 

リ チ ャ ー ド ローラ、叫んでごらん り ク 

五 井 昌 久 日 	本 	の 	心 白 光 真 宏 

土 井 正 己 O J T の 進 め 方 口 経 団 連 

PHP研究所 日本も う一っの大陸 PHP研究所 

セイアム、ハーシュ ソ 草 	思 	社 

桐 島 洋 子 っ よ い 女は美 し い ゆまにて出版 

労 	働 	省 労 働 保 険 の 手 引 労 	働 	省 

六法編集委 模 	範 	六 	法 三 	省 	堂 

飯詰小学校 学校文 集たかだて 飯詰小学校 

前田野目小学校 ま 	え 	た 	の 	め 前田野目小学校 

深 津 一 郎 な ぜ 還 ら ぬ 30 年 北方を語る会 

弘前図書館 文 	集 	は 	と 	笛 弘前図 書館 

県 統 計 課 学校基本調査報告 県 統 計 課 

芝工大学院 芝工大学院研究報告 芝工大学院 

川 合藤太郎 ふ る さ と の 伝 設 津 軽 書 房 

ア
カ
マ
ツ
・

ス
ギ

・
ケ
ヤ
キ
・

ハ
ル
ニ
レ
な
ど

の
樹
上
に
、

枝

を
粗
く
組
み
合
わ
せ
た
浅
い
皿

形
の
巣
を

つ
く
り
、

五
ー
六
月

に
親
指
大
の
純
白
卵
を

二
個
産

み
ま
す
。
 

食
べ
物
は
植
物
の
種
子
、
果

実
を
主
と
し

ま
す
が
、

昆
虫
類

も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
 

俗
に
 
「ヤ

マ
バ
ト
」
 
と
呼ん

で
い
ま
す
。
 

市
内
の
野
草
 

野

鳥
散
歩
 

金
丸

一
男
、
 
（
 

斎
藤
斐
子
、
梅
田
）
 

山
田
豊

次
、
 
（山

田
実
、
稲
実
）
、
 

斎
藤
浅
七
、
 
（
本

人
、
唐
笠
柳
）
、
 

伊
藤
徳
一
、
 
（本

人
、
川
端
町
）
、
 

長
田
房
蒲
、
 
（本

人
、
松
島
町

一
丁

目
）
、

神
武
雄
、
 

（本
人
、

寺
町

）
 

正
七
位
 

菊
池
五
郎
、
 
（
 

本
人
、

稲
実
）
 



ク
児
童
手
当
の
現
況
届
を

お
忘
れ
な
く
ク
 

身体障害者の 
巡回診査と 

更生相談 

交
通
事
故
相
談

日
の
お
知
ら
せ
 

県
の
移
動
交
通
事
故
相
談
日

は
、
毎
月
第
二
水
曜
日
に
開
設

し
て
お
り
ま
す
が
、
六
月
の
相

談
日
は
九
日
で
す
か
ら
交
通
事

故
で
お
悩
み
の
方
は
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

△
場
 
所
 
中
央
公
民
館
二
階

△
時
 
問
 
十
時
ー
十
五
時
 

児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
現

況
届
を
六
月
三
十
日
迄
に
市
町

村
長
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

市
で
は
、
該
当
者
へ
六
月
早

々
届
出
用
紙
を
送
付
致
し
ま
す

の
で
な
る
べ
く
お
早
目
に
お
届

け
下
さ
い
。
 

な
お
、
届
出
用
紙
は
切
手
を

は
れ
ば
そ
の
ま
ま
ハ
ガ
キ
と
し

て
使
用
出
来
ま
す
の
で
、
切
手

を
は
っ
て
投
函
さ
れ
る
か
、
支

所
又
は
福
祉
事
務
所
へ
直
接
ご

提
出
下
さ
い
。
 

投
函
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ら
 
 

ず
二
十
円
切
手
を
は
っ
て
下
さ

い
。
な
お
、
記
載
方
法
そ
の
他

疑
門
な
点
は
市
福
祉
事
務
所
庶

務
係
へ
直
接
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

（
電
話五
ー
二
一

一
一
、
内
線

二
六
〇
番
）
 

例
年
実
施
し
て
い
る
身
体
障

害
者
の
巡
回
診
査
を
、
次
の
日

程
で
お
こ
な
い
ま
す
の
で
対
象

者
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
実
施
日
程
 

（受
付
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
九
時
ー
正
午
ま

で
）
 

耳

鼻
科
 
六

月
十
五
日

（
市

福
祉
会
館
）
 

内
 

科
 
七
月
十
五
日
（
五

所
川
原
保
健
所
）
 

整
形
外
科
 
七
月
二
十
日

（
市

福
祉
会
館
）
 

（眼
科
の
場
合
は
、
未
定
に

つ

き
今
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
 

対
象
者
 

①
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
後
、
 
 

あ
る
い
は
前
回
の
診
査
後
に
障

害
に
変
化
が
あ
り
、
障
害
等
級

の
変
更
ま
た
は
医
療
を
必
要
と

す
る
方
 

②
義
肢
、
補
装
具
な
ど

の
新
調

あ
る
い
は
改
造
を
必
要
と
す
る

方
 

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
る
た
め
に
診
断
を
必
要
と

す
る
方
（
印
鑑
持
参
の
こ
と
）
 

④
こ

の
ほ
か
就
業
、
生
活
、
医

療
施
設
入
所
な
ど

の
相
談
を
希

望
す
る
方
 

な
お
、
手
帳
交
付
後
あ
る
い

は
前
回
の
診
査
後
に
障
害
に
変

化
が
認
め
ら
れ
な
い
方
と
、
脳

卒
中
後
一
年
半
程
度
よ
り
経
過

し
て
い
な
い
方
は
除
き
ま
す
。
 

ま
た
、
内
科
の
場
合
は
x
線

写
真
を
で
き
る
だ
け

持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
 

野
草
観
察
会
 

A
と
 
き
：
‘
昭和
五
十

一
年
六
 

月
十
七
日
（
木
）
午
後

五
時

ー
 

六
時
の

一
時
間
 

▲
集
 
合
…
元
町
八
幡
宮
に
午
 

後
五
時
 

▲
コ
ー
ス
…
八
幡
宮
ー
土
手

ー
 

川
原
ー
土
手
ー
八
幡
宮
 

▲
準
 
備
…
メ
モ
帳
 

▲
雨
天
中
止
、
市
民
の
方
、
小
 

・

中
学
生
の
参
加
歓
迎
 

A
主
 
催
…
津
軽
植
物
の
会
、
 

五
所
川
原
市
教
育
研
究
会
自
然

教
育
部
会
 

（第 3種郵便物認可） 

本
年
五
月
一
日
か
ら
昭
和
五

十
三
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
間

に
車
検
を
受
け
、
ま
た
は
届
出

を
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動

車
重
量
税
の
税
率
が
改
正
に
な

り
、
普
通
乗
用
自
動
車
で
税
額

が
二
五
、
二
〇
〇
円
か
ら
五
〇
、
 

四
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。
 

自
家
用
自
動
車
の
場
合
そ
の

税
額
は
下
記
の
表
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
か
ら
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

0
O
O
O
O
O
O
O
O
O
C
C
O
C
O
O
C
C

O

。
。
0

。
。
0

。
。
0
 

自
動
車
重
量
税
が
 

改
正
さ
れ
ま
す
 

自動車重量税の実例 

（自家用自動車） 

薦三7雪 蔽昇石i一1 

威劃 
運
転
は
あ
せ
ら
ず
 

あ
わ
て
ず
 

力
ッ
ト
せ
ず
 

区分 銘 	 柄 型 	式 税 額 

乗
 

用
 
自
 
動
 
車
 

目産プレジデント 	D- 3 

トョタセンテュリーD タイプ 

日産セドリック 	2,800 

トョタクラウン 	2,600 

マッダロードペーサーA P 

マッダルーチエ 	1,800 

日産スカイライン 	1,800 

日産ブルーバードU 	l，印0 

トョタコロナ 	1,600 

いすぐフロ一リアン 	1,800 

いすごジエミニ 

本田シビック 	1,500 

三菱ギャラン 	1,600 GL 

トョタカローラ 	1,200 

トョタパブリカ 	1,000 

日産サニ一 	 1,200 

スバルレオーネ 	1.400 

ダイハッコンソルテ 

A - H 250 

V G 21 	B U 

A - K P 330 

A-MS 951HGFU 

A 一 R A 13S 

A~LA 3VS 

KPC 110 HT 

K610 HWT 

TTloo 一MNF 

P A 30D 

P F 50C 

B~SG 

B - A 112 A F J 

K E 35一 K D 

K P 301 N 

KB 210 G 

B - A 22 

E P 47 	K S 

5
0
 5
0
 3
7
 3
7
 5
0
 3
7
 3
7
 2
5
 2
5
 2
5
 2
5
 2
5
 2
5
 2
5
 2
5
 2
5
 2
5
 2
5
 

 

柳
 
柳
 
助
 
卿
 
姻
 
柳
 
柳
 
如
 
如
 
期
 
伽
 

m
 
如
 
知
 
2
0
0
 

伽
 
如
 
如
 

ト
 

ラ
 
ッ
 

ク
 

日 	産 	 lit 

三菱ふそう 	 8t 

日 	野 	 7.5t 

三菱ふそう 	 6.5t 

日 	産 	 6t 

日野レンジャ- 	4.5t 

三菱ふそう 	 4t 

マッダタイタン 	3.5 t 

トョタダイナ 	 3t 

トョタマークn バン 	1,800 

日産プルーバードU バン 0.5t 

C D 32V 

FP1O1 N 

K B 392 

FMOO4 L 

C K 10K 

K L 340 

T 656 M 

E XC 43S 

H U 15 	H 

R X 17V 一 YR 

V610 WT 

)
0
 D
O
 D
O
 D
O
 D
O
 D
o
 D
O
 D
O
 D
O
 0
0
 0
0
 

0
0
 0
0
 0
0
 0
0
 0
0
 

 

2
6
9
4
 9
4
 7
5
7
5
 5
0
 5
0
 4
4
 3
7
 
8
8
 

3
7
 2
5
 2
5
 1
8
 1
2
 

 

円
 
一
 

円
 

バ
 

ス
 

日野レインボ一 	29人 

日産シビリアン 	26人 

トョタコ一スタ- 	22人 

いすいジャニーS 	15人 

トョタハイエース 	12人 

B M 320 

G H C 240 W 

bU 19 H B D 

K A 51B 

P H lOB 
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